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形不変性のために特別の役割をはたすことを示唆している O また (2)結論は否定的ではあるがそのこと
自体重要であること， (3)相対論的膜の量子論においては，定量的な結果を引出しえたのはこの論文が最
初であること， (4)ここで開発された膜のCasimirエネルギーの計算方法は注目すべき技術的展開である
こと， (5)低エネルギー物理学に於ける“領域" (Domain)の量子論は興味深い問題と考えられるが，
これらの問題へここで用いられた方法はそのまま応用することが可能であること，などの点は高く評価
される。
以上の諸点を考え，本論文は理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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